
昔ばなし、民話、絵本など、子どもの頃に一度は聞いたこと、読んだことがある話

を、大人になってもう一度聞いてみましょう。大人になって聞いてみると、子どもの頃

とは違った見方ができるかもしれません。 
 

① 詩「落葉」  
まど・みちお詩集「こんなにたしかに」より 理論社 

  

② 絵本「外郎売」 長野ヒデ子・絵 齋藤孝 編 ほるぷ出版 

外郎（ういろう）という薬を売り歩く商人が、薬の効能や由来を

語る言葉のせりふ。お楽しみください！ 
 

③ わらべうた「山からごろごろやーまいも」 
 

④ 絵本「ざぼんじいさんのかきのき」  
すとう あさえ・文  織茂恭子・絵  岩崎書店 

ざぼんじいさんの柿は甘い!!だから、誰にもあげない。 

隣におばあさんが引越して来て…。 
 

⑤ 紙芝居「注文の多い料理店」 
宮沢賢治 原作 諸橋精光 脚本・絵 鈴木出版 

     猟で道に迷った男たち。山奥の料理店。扉に書

かれた奇妙な注文の数々？ 皿にのる料理は？ 
 

⑥ おはなし「年神様」 「おはなしおばさんシリーズ ６」より 

      近藤理恵・絵 藤田浩子 編著  一声社 

誕生日がくると１つ増えるトシ。でも、昔はトシを神様が配って

いた。どんなふうに?! 

演者  おはなしボランティア 「おはなし結」 

日時  令和６年１１月１６日（土）10：30～11：15 

会場  粕谷区民センター２階 第３会議室 

定員  会場先着約２０名 

お問合せ 粕谷図書館 電話 3305-1661 FAX 3305-1664 


